
　私の
愛する
一点展

第１３回

第 13回「私の愛する一点展」を迎えて

梅野記念絵画館友の会

会長　倉沢　紀武

　今年も、この展覧会を無事に迎えられました。13 回とも

なれば、もはや友の会の会員にとって欠かすことのできない、

「年中行事」といってもいいほどに定着しました。

　出品者にとってはなおさらでしょう。自分の「愛する絵」

を絵の好きな方々に紹介し、その絵を「手に入れた」時の状

況をコメントに添える、というのはある種の快感です。

　佐藤館長が第 10回展の図録の挨拶文に取り上げていまし

たが、第１回展をご覧になられた後で中村文俊初代会長が寄

せてくださった文章に、今また私も強い共感を覚えるのです。

再度ご紹介します。

　「本来美術は一部の金持ちの特権的、道楽的、個人的趣味

や自己満足の対象ではなく、民族的特性や歴史の中で育まれ

てきた社会性の高い側面を持っている。」「一部大コレクター

の展覧の例はあっても小コレクターの持つ作品が世に問われ

たことはない。」しかし「高名高額ではなくても、その質の

高さと熱い思いを綴ったメッセージとが相まって多くの参観

者に強い感動を与えたことは事実であった。」

　今、第 13回展を迎えるにあたって、深く胸に響くお言葉

であり、歴史を受け継ぎ更に紡いでいく者として忘れてはな

らない視点だと思います。

　今回「木雨賞」を設けました。その審査は委員の方々に委

ねますが、小コレクターならではの蒐集努力、研究成果にス

ポットライトをあてるというユニークな賞になるのではと密

かに期待をしております。

　一点展の出品作品は 66点ということです。どんな作品に

出会えるか、オープンが楽しみです。



「恋人探し」の 13回展
東御市梅野記念絵画館

館長　佐藤　修

感性が通じあう好みの絵と出会った時のワクワク感、瞬時に

懐具合の算段をしながらも、逡巡し、躊躇する気持ち。揺れ動く心。

我がものとなれば、もう、早く自宅に持って帰って見たいと思う

気持ち。そして開梱したときの満足感あるいは軽い落胆。

「絵の蒐集は心の恋人探し」と梅野隆前館長はよく言っており

ました。確かにそう思います。出会った瞬間に落ち着きをなくし、

衝動に走ったり、分をわきまえず高嶺の花に手を出したり、…「恋

人探し」は大変です。

梅野さんはこうも言っています。「美は探さないと求められな

いものです。一つのめぐりあいからの追求力が勝負です」。

かくして何年か経てば、物入れは扉の開け閉めがきつくなる

ほど絵であふれ、やがてひと部屋を占める程となり、更には倉庫

が要ることとなり、家庭争議も…。

そうした苦労を経て集められた中の一点（逸品）です。コレ

クターの、絵にまつわる様々な秘話・追求譚が語られています。

ご高覧ください。
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